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閉殻力（機器を用いて測定した，貝殻を一定幅開けるために要する荷重値）は，アコヤガイの栄養状態を
評価できる指標として知られている．アコヤガイの軟体部のタンパク質量は閉殻力と正の相関，水分量は負
の相関を示したことから，これら成分も閉殻力と同様に栄養状態評価の指標となることがわかった．携帯型
近赤外分光計を用いて，殻付きのアコヤガイのスペクトルを測定し，軟体部のタンパク質および水分を定量
するための検量線を作成することにより，閉殻力の強い貝を選抜することが可能となった．本技術は，アコ
ヤ貝の選抜育種において，閉殻力測定前に行う優良系統のスクリーニングに使用可能と考えられた。 
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精密洗浄は精密加工製品の品質を保証する上で必要不可欠のものとなっているが，一般的に用いられてい
る水系洗浄,有機溶剤洗浄，乾式洗浄等では，環境負荷が大きいことや洗浄工程が複雑で十分な洗浄効果が得
られ難いこと等の問題点を有している．そこで，オゾンマイクロバブルと超音波を併用する方法により金属
板上のプレスオイルやガラス板上の油性マーカー線描痕を効果的に除去する方法を検討したところ，28～
100kHz の超音波とオゾンマイクロバブルを用いることにより，プレスオイルや油性マーカー線描痕等を効
果的に除去できることがわかった．オゾンマイクロバブルと超音波を併用する洗浄法の特徴は，超音波単独
による洗浄法に比べて洗浄効果が高く環境負荷を低減できることと，高めの周波数（例えば 100kHz）の超
音波を併用する洗浄であっても，頑固な汚れ成分（例えば油性マーカー線描痕）が除去可能となることであ
り，精密洗浄に伴い発生するエロージョンによる精密加工部品のパターン倒れの問題を緩和する上で有効で
ある． 
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